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ことから、 気温上昇が要因の一つとして考えられて
います。
　さらに気温上昇によるサクラ（ソメイヨシノ）の開
花時期への影響を予測した研究によると、21 世紀末
には、九州南部や太平洋沿岸域では 開花日は遅くな
り、東北や日本海側、比較的標高の高い地域では早く
なると予測されています。サクラは、冬の間に休眠
し、ある程度低温にさらされることで休眠を終え（休
眠打破）、気温上昇とともに花芽が成長し開花します。
開花が遅くなる地域は、地球温暖化により冬の低温を
得られないために、休眠打破に至る時間が長くなり、
開花が遅れます。さらに開花しない年が現れる可能性
も示唆されています。一方で、開花が早くなる地域
は、地球温暖化した冬でも休眠打破に必要な低温を得
ることができますが、休眠打破後の花芽の成長に必要
な気温も地球温暖化により早く得られるため、 開花
が早まると考えられますと報告しています。図１にあ
るように開花が早くなる地域（主に東日本）と遅くな
る地域（主に西日本）に分かれています。
　確かに最近は大阪より東京の方が、サクラの開花が
早くなっています。
　　　　　　　　　　　宮崎　学（CASA事務局長）

　気象庁のデータによると2017年の世界の年平均気
温は1891年の統計開始以降、３番目に高い年となり
ました。世界の年平均気温は、長期的には100年あ
たり約0.73℃の割合で上昇しています。特に１位が
2016年、２位が2015年、４位が2014年と直近の４
年間が上位を占めています。
　一方、日本の年平均気温は、2016年は過去最高で
したが、2017年は14番目でした。ただ上昇傾向には
変わりはありません。日本の年平均気温は、長期的に
は100年あたり約1.19℃の割合で上昇しています。ま
た大阪でも2017年の平均気温は16.9℃で、2016年の
17.9℃と比べて１℃下がっており夏は涼しく冬は寒い
年になっています。
　今年10月に公表される国連気候変動に関する政府
間パネル（IPCC）の「1.5℃目標」特別報告書の素案
によると、このまま温暖化が進むと、1950年以降、
地球の平均気温は10年ごとに約0.17℃ずつ上昇、気
温上昇はすでに１℃と推定され、このペースだと、
2040年代に産業革命以降の気温上昇が1.5℃に達する
と予測しています。この1.5℃はパリ協定での努力目
標ですが、「1.5℃目標を守るためには、2016年以降
に許される二酸化炭素の総排出量を5,800 ～ 5,900億
トンと試算しており、15年の年間排出量（360億トン）
のペースで推移すると約16年間でその総量を使い切っ
てしまう」とも予測しています。
　気候変動の影響は、日本の気象庁が出している生物
季節観測情報からでも見て取れます。その一例を見て
みましょう。
　「気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート 
2018」によると、サクラの開花日は全国 58 観測地点
の平均で 10 年あたり1.0 日の割合で早くなっていま
す。 また、カエデの紅（黄）葉日は、全国 51 観測地
点の平均で 10 年あたり 2.9 日の変化率で遅くなって
います。サクラの開花（花が５～６輪開いた状態）が
早まる傾向やカエデの 紅（黄）葉日が遅くなる傾向は、
これらの現象が発現する前の平均気温との相関が高い
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 将来のサクラの開花時期への影響予測 
全国平均ではサクラの開花の早まりが観測されている一方、気温上昇によるサクラ（ソメイヨシ

ノ）の開花時期への影響を予測した研究によると、21 世紀末には、九州南部や太平洋沿岸域では
開花日は遅くなり、東北や日本海側、比較的標高の高い地域では早くなると予測されている（図 3）。
サクラは、冬の間に休眠し、ある程度低温にさらされることで休眠を終え（休眠打破）、気温上昇

とともに花芽が成長し開花する。開花が遅くなる地域は、地球温暖化により冬の低温を得られない

ために、休眠打破に至る時間が長くなり、開花が遅れる。さらに開花しない年が現れる可能性も示

唆されている。一方で、開花が早くなる地域は、地球温暖化した冬でも休眠打破に必要な低温を得

ることができるが、休眠打破後の花芽の成長に必要な気温も地球温暖化により早く得られるため、

開花が早まると考えられている。 

 
図 サクラ（ソメイヨシノ）の開花時期の差

出典： 丸岡ら（2009）に一部加筆 
 
 サクラの開花時期の変化によって生じる影響 
青森県弘前市の弘前公園は、全国有数のサクラの名所であり、毎年 4月 23日～5月 5日までを
基本として、さくらまつりが開催されている。この弘前さくらまつりの特徴の一つに、祭りの期間

が国民の祝日であるゴールデンウィークと重なることが挙げられ、この期間の行楽客数は日本各地

の中でも毎年上位となっている。 
桜井・小堀（2012）は、地球温暖化とサクラの開花日との間に相関があり、それによって観光客

の入込数に深刻な影響を与える可能性があることについて、さくらまつりの関係者の捉え方とその

対応方針について聞き取り調査により明らかにしている。その結果、多くの関係者が温暖化を実感

していること、また、温暖化がサクラの開花時期に影響を及ぼすと認識していることがわかった。

弘前が全国の他の桜祭りよりも恵まれている点は、祭りがゴールデンウィークと重なることだが、

温暖化によりサクラの開花が早まれば、ゴールデンウィーク～開花時期がずれてしまい、客が遠の

くことや営業収入が落ちることが予測される。一方で、これを機に、地域の新しい観光資源に目を

向けようという試みも検討されている。例えば、「ゴールデンウィークにサクラが咲いていなくて

も、このときにもう一つの日本一であるりんごの花を見てもらう」という案がある。他にも、弘前

2082～2100年の平均値と
1982～2000年の平均値の差

図１　サクラ（ソメイヨシノ）の開花時期の差
出典：「気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート 2018」より


